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資料（分離、一括物件発注のまとめ）

1）令和6年度県別発注状況データー調査票

2）各県別の一括・分離比率変化のまとめ【件数及び金額】

3）各県別の一括・分離推移グラフ【件数及び金額】

4）令和6年4月～令和7年3月 一括・分離物件金額比率のまとめ

5）令和6年4月～令和7年3月 一括・分離物件内容比率のまとめ

6）令和2年～令和6年一括物件金額別推移【件数及び金額】

7）令和2年～令和6年分離物件金額別推移【件数及び金額】

8）令和2年～令和6年一括物件内容別推移【件数及び金額】

9）令和2年～令和6年分離物件内容別推移【件数及び金額】

10）令和2年～令和6年一括物件月別推移【件数及び金額】

11）令和2年～令和6年分離物件月別推移【件数及び金額】

12）傾向及び総括
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調査資料：東北ジャーナル（工事契約状況記載データー）

基本取得元データー採用基準

・一括工事においては5,000（万）円未満を除く。

・分離発注については1,000（万）円未満を除く。

・プラント工事については基本的に除外。

・学校付属の体育館においては基本的に対象外とする。しかしながら内容によってはデーターとして

採用するか否かは分科会にて協議の上、決定する。

・一括発注データーについては、元データーを分科会委員で協議の上、決定し調査票に記載する。

・工事名で内容、設備の規模、金額等が判断し難いと思われる物件については担当委員との協議に

おいて採用の可否を決定する。(EX：耐震工事など)
・中央・地方自治体のデーターを基本とするが、今年度においても公益法人他の発注状況も金額を

参考に協議し記載する。
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2）
各県別の一括・分離比
率変化のまとめ
（令和2年～

令和6年まで）
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2）
各県別の一括・分離比
率変化のまとめ
（令和2年～

令和6年まで）
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（単位：万円）

2年 3年 4年 5年 6年

分離 960,919 781,912 570,278 576,506 971,598

一括 3,052,140 1,739,113 1,337,863 2,734,935 1,363,102

分離比率 24% 31% 30% 17% 42%

分離 462,213 619,454 405,458 476,631 588,112

一括 924,439 516,718 876,686 2,048,356 3,587,702

分離比率 33% 55% 32% 19% 14%

分離 563,751 379,034 368,653 811,932 469,530

一括 903,557 513,238 608,970 358,801 441,070

分離比率 38% 42% 38% 69% 52%

分離 1,344,444 1,116,797 1,159,186 1,358,607 2,241,254

一括 2,265,272 1,627,288 2,118,489 2,233,442 3,785,899

分離比率 37% 41% 35% 38% 37%

分離 587,531 332,541 437,897 333,042 496,346

一括 1,154,419 955,393 311,093 1,572,547 2,512,185

分離比率 34% 26% 58% 17% 16%

分離 669,337 708,852 848,232 770,419 782,962

一括 1,006,694 1,737,633 1,914,361 2,606,144 1,691,822

分離比率 40% 29% 31% 23% 32%

分離 1,019,877 548,103 837,424 511,353 925,831

一括 558,330 744,936 1,499,732 930,728 1,741,165

分離比率 65% 42% 36% 35% 35%

分離 5,608,073 4,486,691 4,627,127 4,838,490 6,475,632

一括 9,864,850 7,834,318 8,667,194 12,484,953 15,122,945

分離比率 36% 36% 35% 28% 30%

宮城

山形

福島

中央

合計

青森

秋田

岩手

（分離比率）【金額】



3）各県別の一括・分離 推移グラフ
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3）各県別の一括・分離 推移グラフ
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3）各県別の一括・分離 推移グラフ

8



3）各県別の一括・分離 推移グラフ
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3）各県別の一括・分離 推移グラフ
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3）各県別の一括・分離 推移グラフ
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3）各県別の一括・分離 推移グラフ
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4）令和6年4月～令和7年3月
4）一括・分離物件 金額比率のまとめ
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金額比率 一括件数 比率 分離件数 比率

10億以上 25 10.5% 6 0.9%

5億以上 22 9.2% 16 2.4%

2億以上 63 26.4% 56 8.3%

1億以上 57 23.8% 54 8.0%

1億未満 72 30.1% 545 80.5%

計 239 100% 677 100.0%



物件内容 一括件数 比率 分離件数 比率

① 学校、保育園 66 27.6% 225 33.2%

② 住宅 18 7.5% 60 8.9%

③ 交流施設 36 15.1% 96 14.2%

④ 養護老人ホーム 6 2.5% 14 2.1%

⑤ 病院、診療所 4 1.7% 27 4.0%

⑥ 警察署 9 3.8% 13 1.9%

⑦ 消防署 10 4.2% 13 1.9%

⑧ 庁舎 12 5.0% 60 8.9%

⑨ その他 78 32.6% 169 25.0%

計 239 100% 677 100%

5）令和6年4月～令和7年3月
4）一括・分離物件内容比率のまとめ
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6）
令和2年～令和6年
一括物件
金額別推移
【件数】
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6）
令和2年～令和6年
一括物件
金額別推移
【金額】
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7）
令和2年～令和6年
分離物件
金額別推移
【件数】
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7）
令和2年～令和6年
分離物件
金額別推移
【金額】
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8）
令和2年～令和6年
一括物件
内容別推移
【件数】
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8）
令和2年～令和6年
一括物件
内容別推移
【金額】
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9）
令和2年～令和6年
分離物件
内容別推移
【件数】
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9）
令和2年～令和6年
分離物件
内容別推移
【金額】
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10）
令和2年～令和6年
一括物件
月別推移
【件数】
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10）
令和2年～令和6年
一括物件
月別推移
【金額】
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11）
令和2年～令和6年
分離物件
月別推移
【件数】
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11）
令和2年～令和6年
分離物件
月別推移
【金額】
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傾 向

１．R5年度と比較して分離比率【件数】は、全体で4％増である。

 （全体70％→74％） 【page3 参照】

→ 分離件数はR5年度より全体で5％増。

R5年度・・・642件 → R6年度・・677件

※令和に入って初めて増加に転じた

２．分離及び一括合計の件数はR5年度と比較するとほぼ横ばいの状況である。

【page3 参照】

→ R5年度・・・914件 → R6年度・・916件
27
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３．発注金額の推移は、R6年度は分離・一括物件共に増加。

（過去5年で最高値）【page3 参照】

→ 【分離】 R5年度比・・・133.8％ 、 【一括】 R5年度比・・・123.5％

分離比率【金額】は2％増加 （R5年度28％→R6年度30％）となり、

令和に入ってからの減少傾向よりプラスに転じた。

４．大型案件数が、R5年度と比較して分離は増加、一括は減少。

【page12及び14 参照】

→10億円以上の案件 【分離】 4件→6件、 【一括】 28件→25件
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５．R6年度の内容別推移において、分離・一括物件共

「学校・保育園」、「交流施設」の件数及び金額が多い。

特に「交流施設」の伸びが顕著である。

【page16～19 参照】

６． R2年度からR6年度における一括及び分離の月別推移は発注金額・件数とも

概ね6月～10月に多く出ている。

【page20～23 参照】
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総 括

R6年度において、元データである東北ジャーナル誌掲載物件の分類で、分離及

び一括工事合計の全体件数はほぼ横ばいだったのに対し、発注金額合計は令和

に入って以来最高水準まで増加している。特に分離発注における件数、金額、分

離比率の伸びが顕著である。各県及び中央各々における発注件数について、分

離発注では青森・秋田・宮城・山形・福島・中央が、一括発注では秋田・岩手・宮

城・山形・中央が増加している。【page3 参照】

又、分離発注における個別用途として過去5年において「学校・保育園」が件数・

金額とも最も多かった。R6年度においては「交流施設」における件数・金額が増加

となった。【pege18及び19参照】
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R6年度10億以上の大型案件を除く、分離発注物件の1件当り平均金額について

は7,730万円であった。R5年度は1件当り平均金額は6,592万円と前年比117.3％と

なり、1件あたりの金額も増加傾向が明らかとなった。（※参考：R5・4年度比

107.9％）【pege18及び19参照】

月別の一括・分離発注推移については、一部大型案件出件に伴うばらつきは見

えるものの、総じて件数・金額とも6～10月に集中している結果となった。

分離発注における1件あたりの金額が増加した事について、資機材・人件費の上

昇分が落札額に反映されてきたと推察される。従来「その他」で分類していた「警

察署」「消防署」「庁舎」については、一定の件数・金額がある為、今回より独立集

計とした。今後も特徴的な動向には注視し発信していきたいと考えております。
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